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身を守る罠さが

　バイクに乗ってさっそうとゲートボールに

通うおじいちゃん、孫の手を引いて道路を横

切るおばあちゃん、こんな光景をまちの中で

よくみかけます。ちょっとした気のゆるみや

安全確認を怠ってお年寄りが事故に合うケー

スが多発しています。

　お年寄りが事故に合わない、起こさないた

めに高齢者の交通安全旬間を機会に、皆さん

と一緒に交通事故防止を考えてみましょう。
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お
年
寄
り
に
多
い
バ
イ
ク
の
事
故

気
を
付
け
よ
う
錯
覚
に
よ
る
判
断
違
い

　
毎
日
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
交
通
事
故

の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
お
年
寄
り
や
若
者
の
痛
ま
し
い

事
故
が
多
発
し
、
大
き
な
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
日
も
全
国
で

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
が
、
八
月
三

十
日
で
七
千
人
を
突
破
し
昭
和
五
十

年
以
降
最
悪
の
ぺ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
半

が
お
年
寄
り
と
若
者
に
よ
る
も
の
で

す
。

　
昨
年
、
市
内
で
交
通
事
故
に
あ
わ

れ
負
傷
し
た
お
年
寄
り
は
右
表
の
と

お
り
七
十
一
人
、
亡
く
な
ら
れ
た
人

は
六
人
と
昭
和
六
十
三
年
に
比
較
し

て
大
幅
な
増
加
を
し
ま
し
た
。
お
年

寄
り
の
割
合
は
、
全
体
の
事
故
件
数

の
約
三
十
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
事
故
の
発
生
状
況
は
二
輪
車
、

自
動
車
運
転
中
が
約
七
十
％
を
占
め
、

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
特
徴
と
も
い
え

る
事
故
ケ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年元63626160

、
・
高
齢
者
の
状
態
別

　
　
　
　
　
事
故
発
生
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
元
年
）

　
　
　
　
中

　
　
　
　
車
　
）

　
　
　
　
乗
件
％

他の
件
ー
　
車
3
3
3
7

そ
7
晩
　
端
（

　
　
（

歩行中

20件
（22％）

自転車乗車中
　　1件
　（1％）ノ

自動車運転中

　　29件
　（32％）

ま
た
、
歩
行
中
に
よ
る
事
故
は
二
十

二
％
で
、
道
路
横
断
中
の
事
故
が
ほ

と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
原
因
は
、
一
時
停
止
や
左
右

の
安
全
確
認
を
怠
っ
た
も
の
や
確
認

を
し
て
大
丈
夫
だ
と
思
っ
た
、
危
い

と
思
っ
た
が
そ
の
ま
ま
横
断
し
た
な

ど
、
自
分
な
り
に
考
え
納
得
む
て
事

故
に
合
う
ケ
ー
ス
が
特
徴
で
す
。

　
年
齢
と
と
も
に
体
力
だ
け
で
な
く

視
力
や
聴
力
も
衰
え
、
距
離
感
も
低

下
し
て
き
ま
す
。
錯
覚
に
よ
る
判
断

の
間
違
い
が
痛
ま
し
い
事
故
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
が
、
大
き
な
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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のマナお年寄り

も
う
一
度
再
確
認
し
よ
う
交
通
ル
ー
ル

思
い
や
り
と
譲
り
合
う
心
を
み
ん
な
の
手
で

　
増
え
続
け
る
お
年
寄
り
の
交
通
事

故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
お
年
寄
り
の

皆
さ
ん
自
身
が
交
通
ル
ー
ル
を
再
確

認
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
や
家
庭
、

職
場
、
地
域
で
交
通
安
全
意
識
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ち
ょ

っ
と
し
た
心
が
け
で
お
年
寄
り
の
事

故
を
確
実
に
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
マ
ナ
ー
の
良
さ
が
身
を
守
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
う
一
度
交
通

ル
ー
ル
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

①
急
い
で
い
た
、
危
険
は
な
い
と
思

っ
た
、
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た
、
考
え

ご
と
を
し
て
い
た
な
ど
の
認
知
ミ
ス

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

②
危
険
で
な
い
と
思
っ
た
、
速
度
・
，

距
離
感
覚
を
誤
っ
た
、
相
手
が
譲
っ

て
く
れ
る
と
思
っ
た
な
ど
の
判
断
ミ

ス
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

③
ブ
レ
ー
キ
操
作
や
ハ
ン
ド
ル
操
作

を
誤
っ
た
、
動
作
が
緩
慢
だ
っ
た
な

ど
の
操
作
ミ
ス
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

④
安
全
速
度
を
守
る
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
か
ぶ
る
、
交
差
点
で
は
必
ず
安
全

確
認
す
る
、
一
時
停
止
を
す
る
な
ど

初
歩
的
な
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

①
横
断
す
る
と
き
は
信
号
機
や
横
断

歩
道
な
ど
が
あ
る
安
全
な
場
所
を
選

ぶ
、
渡
る
前
に
必
ず
安
全
確
認
す
る
、

横
断
す
る
道
路
の
中
央
付
近
ま
で
は

右
を
、
中
央
か
ら
後
半
は
左
を
主
に

安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
車
の
直
前
直
後
の
横
断
は
し
な
い
。

夜
間
外
出
す
る
と
き
は
、
明
る
い
服

装
か
反
射
器
材
を
着
用
し
ま
し
よ
う
。

以
上
は
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
が
事

　
　
　
　
　
　
　
，
，
　
ノ
質
1

故
に
合
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い
た
め

の
交
通
ル
ー
ル
の
一
端
で
す
。
お
互

い
が
守
る
こ
と
に
よ
り
悲
惨
な
事
故

か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
す
は
わ
が
身
、
温
か
い
心
で

　
だ
れ
で
も
が
い
つ
か
は
迎
え
る
老

い
。
道
路
で
困
っ
て
い
た
り
、
危
い

行
動
を
し
て
い
る
お
年
寄
り
に
対
し

て
は
一
声
か
け
る
思
い
や
り
や
歩
行

者
や
自
転
車
、
バ
イ
ク
の
お
年
寄
り

を
見
た
ら
一
時
停
止
や
速
度
を
落
と

す
な
ど
、
あ
す
は
わ
が
身
と
思
っ
て

温
か
い
気
持
ち
で
運
転
し
、
お
年
寄

り
の
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　　　　　　　　は、自動車等運転者が鍵を握ってい

　　　　　　　　ます。高齢者の心身行動特性を知り
増渕一雄さん　r高齢者を見たら赤信号」と思い、

（＋暴灘署）裂鱗藻饗簾孕謹
　　　　　　　　が必要であります。

　　　　　　　　　相手の立場に立った安全運転マイ

　　　　　　　　ンドで人間的な思いやりの心をもっ

　　　　　　　　て安全運転をお願いします。

　　纈　　’謬　　　び道具だから注意して運転すること

長津國吉さんいで㌧集中して運転することが事故
　　　　　　　　　を起一さない秘訣ですよ。
（山本町5・86歳）

　　　　　こん鵬ましい事故が＿＿

軽トラ懲働左側を歩行中

　　　　　　覇・」

　　　辮　　＿滋絢

　一
3とr6ガ創Fお平成2年9月10日



、1．

　
　
　
　
　
　
み
ん
な
で
築
こ
う
明
る
い
長
寿
・
福
祉
社
会
を

敬
老
の
日
・
老
人
福
祉

　
　
週
間
を
迎
え
て

　
だ
れ
も
が
安
心
し
て
生
き
が
い
を

も
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
く
た
め

に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
高
齢

者
の
問
題
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し

て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今

年
の
「
敬
老
の
日
・
老
人
福
祉
週
間
」

の
強
調
テ
ー
マ
は
次
の
四
点
で
す
。

①
高
齢
者
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し

　
た
、
い
き
が
い
・
社
会
活
動
を
進

　
め
よ
う

②
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
よ

　
よ
ノ

③
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広

　
げ
よ
う

④
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

　
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う

も
う
既
に
来
て
い
る

　
　
高
齢
化
社
会

　
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
人
口

は
、
全
国
で
は
約
千
四
百
六
十
八
万

人
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
一
一
・

九
％
で
す
。
新
潟
県
で
は
、
約
三
十

七
万
一
千
三
百
人
で
県
の
人
口
に
対

し
て
一
五
・
O
％
で
す
。
十
日
町
市

は
七
千
五
百
二
十
四
人
で
一
六
・
一

％
に
な
っ
て
い
ま
す
。
十
日
町
市
の

高
齢
化
の
比
率
は
、
全
国
や
新
潟
県

に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
の
人
口
比
率
も
、
毎
年

確
実
に
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

十日町市の65歳以上人ロの推移
　　　　　　　　　　　　7，524人

千人

7

6

63年　　平成元年　　2年昭和61年　62年

昭
和
六
十
年
に
は
十
日
町
市
の
六
十

五
歳
以
上
の
人
口
は
、
六
千
三
百
八

人
で
し
た
。
五
年
間
で
約
一
九
％
も

増
加
し
て
い
ま
す
。

充
実
し
た
老
後
を

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
平
成
元

年
で
女
子
八
一
・
七
七
歳
、
男
子
七

五
・
九
一
歳
と
、
世
界
最
高
の
水
準

で
す
。
平
均
寿
命
が
延
び
る
に
従
い
、

老
後
の
生
活
を
い
か
に
充
実
さ
せ
る

か
が
、
今
後
必
要
に
な
り
ま
す
。
今
ま

で
の
よ
う
に
「
余
生
」
と
い
う
考
え

方
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
身
に
つ
け

た
知
識
と
経
験
を
、
社
会
の
中
で
生

か
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き

ま
す
。

日本人の平均寿命の推移
　　　　　　　　　　　　　ロクマ
1圏　　76舶．澗．旧

63．60

男
女－　　　　　　76，89

72．92

幽　　　　　　　　　　　δU・4δ

74．78
75．91

71．73

67．7567．74

歳
8
0
　
7
0
　
60

60年　平成元年50年昭和30年　40年

祉施策
▼
家
庭
奉
仕
員
制
度

　
　
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の

　
寝
た
き
り
老
人
の
い
る
家
庭
を

　
訪
問
し
、
お
む
つ
の
交
換
、
入

　
浴
介
助
な
ど
の
ほ
か
、
一
人
暮

　
ら
し
の
老
人
に
対
し
、
掃
除
、

　
洗
濯
、
食
事
作
り
な
ど
日
常
生

　
活
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

　
　
所
得
に
応
じ
て
一
時
間
当
た

　
り
無
料
か
ら
六
百
五
十
円
の
六

　
段
階
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

福
▼
日
常
生
活
用
具
の
給
付

主な老人の
▼
デ
ィ
●
マ
ビ
ス

十日町市

　
寝
た
き
り
老
人
を
介
護
し
て

い
る
家
庭
に
、
ギ
ャ
ジ
ベ
ッ
ト

（
特
殊
寝
台
）
や
、
じ
ょ
く
創

予
防
の
た
め
の
エ
ア
ー
パ
ッ
ト

を
給
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得

に
応
じ
て
負
担
が
あ
り
ま
す
。

　
　
虚
弱
老
人
に
対
し
て
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
を
利

　
用
し
て
、
入
浴
・
食
事
の
世
話
・

　
機
能
訓
練
な
ど
を
行
い
、
一
日

　
ゆ
っ
く
り
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

希
望
す
る
人
に
は
送
迎
も
し
ま

　
す
。
一
日
千
五
十
円
必
要
で
す
。

▼
敬
老
祝
金
品
の
支
給

　
　
八
十
歳
か
ら
八
十
九
歳
の
人

　
に
四
千
円
、
九
十
歳
以
上
の
人

　
に
五
千
円
を
支
給
。
ま
た
、
七

　
十
七
歳
、
八
十
八
歳
、
百
歳
の

　
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

▼
敬
老
会
に
補
助
金

　
　
地
域
や
団
体
な
ど
が
主
催
す

　
る
敬
老
会
に
、
一
人
千
百
円
の

　
補
助
金
を
出
し
ま
す
。

▼
老
人
ク
ラ
ブ
に
補
助
金

　
　
社
会
奉
仕
や
健
康
増
進
、
教

　
養
活
動
な
ど
を
行
う
老
人
ク
ラ

　
ブ
に
月
額
三
千
円
か
ら
四
千
円
、

　
連
合
会
に
年
額
七
十
六
万
二
千

　
円
を
支
給
し
ま
す
。

▼
入
浴
乾
燥
車

　
　
寝
た
き
り
老
人
に
対
し
て
、

　
家
庭
ま
で
出
か
け
て
入
浴
介
助

　
や
寝
具
乾
燥
を
行
い
ま
す
。
所

　
得
に
応
じ
て
負
担
が
あ
り
ま
す
。

▼
短
期
保
護

　
　
介
護
者
が
冠
婚
葬
祭
、
旅
行

　
等
で
寝
た
き
り
老
人
な
ど
を
介

　
護
で
き
な
い
と
き
、
そ
の
期
間

　
施
設
で
預
か
り
ま
す
。
　
一
日
千

　
九
百
二
十
円
か
か
り
ま
す
。

▼
緊
急
通
報
装
置
を
貸
与

　
　
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
・
重
度

　
身
体
障
害
者
に
対
し
、
ご
く
簡

　
単
な
操
作
に
よ
り
、
緊
急
事
態

　
を
自
動
的
に
協
力
員
や
受
信
セ

　
ン
タ
ー
に
通
報
す
る
こ
と
が
可

　
能
な
電
話
機
等
を
貸
与
し
ま
す
。

　
所
得
に
応
じ
て
負
担
が
あ
り
ま

　
す
。
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わたしたちの大先輩

みんなとても元気です

徳
永
吉
太
郎
さ
ん
（
鵬
歳
・
川
治
内
後
）

家族から　家族みんなで健康に注意

し、長生きの記録を伸ばして欲しい

ですね。

宮
澤
ト
ラ
さ
ん
（
9
9
歳
・
伊
達
二

家族から　耳は遠くなりましたが、

家族と話をよくします。足も丈夫な

ので毎日散歩しています。

上
村
與
作
さ
ん
（
9
9
歳
南
雲
）

家族から　レインボーヴィラ清津に

お世話になっていますが、とても元

気そうで安心しています。

数
藤
コ
メ
さ
ん

家族から　フレンチトーストやゼリ

ーが大好きなんですよ。100までと言

わないで長生きして欲しいですね。

市内の9月1日現在の90歳以上のお年

りは150人です。この番付表は長寿の人

位100人を紹介しました。
り
位

寄
上

長寿番付
ベスト100

【東】 寿 【西】

徳永吉太郎さん（鴨識11，i落嵩後）
横綱 宮澤トラさん（器詮1毒灘1）

上村與作さん（毘誕矯生雲） 大関 数藤コメさん（器詮6求難，）

．宮澤ハルさん（器詮1粘蓬覧、）
関脇 橋本モトさん（墨駕1薪9生水）

徳永マサさん（罷謡、罫央通り） 小結 関口あきさん（器謡9訳5憲り）

中町周衛さん（盟鴛1％28生永） 前頭1 関野イクさん（盟鷺禍8崩町）

長谷川シウさん（盟護3飛3生口） 〃　2 村山イマさん（器護・2冒崇町，）

大熊虎市さん（毘謡4壱5鋳町） 〃　3 佐野ハナさん（器器5昊錨、．，）

保坂伊勢吉さん（毘謡5婆o箋1） 〃　4 中林民五郎さん（器謡6學養町1）

小宮山サキさん（器護曝繋気幡） 〃　5 風間トキさん（器謡8養4生里）

樋ロサクさん（器謡1捧10生町） 〃　6 山上とくさん（毘鰻・1齢，精、）

越村龍平さん（毘謡1無墓素3） 〃　7 綱　才吉さん（毘謡1至薪告，）

大熊忠平さん（毘器1昆8生崎） 〃　8 熊木キイさん（毘鴛1実5生石）

宮澤運平さん（毘鴛2承罎沢） 〃　9 曽根キヨさん（毘鷺5†舞央通り）

佐藤アサノさん（毘鷺7雪生間） 〃10 池田リタさん（盟器9轟o生木）

宮内イクさん（盟鷺9言鮨1） 〃11 阿部喜三郎さん（盟鷺1旨摺詩東）

南雲イサさん（盟鴛1翠生村） 〃12 佐藤サワさん（器鷺殊韓3）
川山奇ミヨシさん（盟護・1睾5生町）

〃13 村山カズさん（毘鷺1禄蓬素3）

太田ギンさん（器鷺1請2豊坂） 〃14 水落米藏さん（盟鷺橘肇薪田）

古澤ソノさん（毘器1婆茎寺） 〃15 山田初太郎さん（毘鴛1藁緯朱又）

山口清藏さん（盟器1繕箭1） 〃16 俵山コマさん（盟器2歪生ソ屋）

田村ナカさん（盟護・2茜蒲東） 〃17 羽鳥クラさん（盟鰹酋脂、）

蕪木スミさん（盟駕3季養町1） 〃18 岩田トメさん（盟駕4謹謙薪田）

田川トミさん（撰・8蓋論田） 〃19 池田兼作さん（器器9藁生原）

越　茂樹さん（器器9薪撫、） 〃20 林キクノさん（撰・191論，）

久保田トクさん（器鴛1無20生水） 〃21 江村ツマさん（羅1品o生手）

小川金吉さん（器詮呆8蒔、） 〃22 経澤ハマさん（器淫1きi嘉、）

阿部宗作さん（器謡備謡森通り） 〃23 水落セキさん（器詮架o生口）

村山ツヤさん（器詮2茜論東） 〃24 浦澤チヨさん（器詮4講笛爵、）

上村ミキさん（器詮嘆笛島1） 〃25 上村節藏さん（器詮等篇央通り）

小杉ハツさん（器6藁生原） 〃26 田崎トメさん（器謡・6虐藁第、）

金澤壮一さん（器繋6蓼8箋、） 〃27 福崎トメさん（器詮8蒔生麦）

金子欣二さん（器繋1畠詣鮎，） 〃28 飯塚クマさん（毘繋1象辮ノ沢）

水落フジさん（嬰詮1嵩琵詩、） 〃29 星名米松さん（毘繋1辛4生町）

陽田スイさん（毘詮1至塀告1） 〃30 石澤タマジさん（毘繋1至讐箋、）

大津トメさん（器繋1豊2撃山） 〃31 高野一政さん（罷繋1美論1）

齋木光三郎さん（墨詮1茜署詩東）
〃32 上村ノヤさん（器認・1生薯素、）

山ロスギさん（毘護・1捨16生野）
〃33 小林佐吉さん（毘詮1窪20生池）

大島ホモさん（毘謡1ぞ筆堂） 〃34 大津ヨキさん（毘護2圭牛ソ山）

福島サワさん（毘謡2018詳　） 〃35 金澤カネさん（罷護2望犠，）

松澤ミユさん（墨謡31，詳陶3） 〃36 田川イ　ツさん（羅・3蓋鋸田）

根津キイさん（毘謡4酷町，） 〃37 春日トメさん（器設4虐生沢）

小林音作さん（毘詮5萎9峯1） 〃38 野村トラさん（毘設6乖輪、）

鈴木キヨさん（墨詮7學緬1） 〃39 藤横イトさん（毘護7老論1）

富井セイさん（墨設8薦霧第、） 〃40 金崎リヨさん（盟護9茜蒲旨東）

西郷美遊喜さん（盟設9茜8筆町） “41 水落テツさん（盟詮1學寝詩、）

松村ケンさん（盟謡1議蒲旨西） “42 村山藏六さん（盟設1無鶴1）

酒井武一さん（盟謡1箸監h谷） “43 荒瀬タツさん（盟器1茜集町1）

高橋邦藏さん（盟護1白器缶r1） “44 星野イセさん（盟器雫嶽町）

水落ナカさん（盟鷺1“姦田） “45 古澤クニさん（盟器2乖鑑3）

秦原一榮さん（盟器3垂生町） 〃46 庭野ソワさん（盟器3・1鷺　）

5盈r6』げ詐豊平成2年9月10日
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⊥』一

一

L。

あ
な
た
の
声
を
県
政
に

津
南
町
で
「
知
事
と
の
ぷ
れ
あ
い
ト
ー
ク
』

　
県
で
は
、
金
子
知
事
と
住
民

の
人
た
ち
が
直
接
語
り
合
う
、

「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
を
津
南

町
で
開
き
ま
す
。
当
日
の
参
加

と
発
言
は
自
由
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

一
一
一
年
度

　
平
成
三
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

合
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

〈
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員
〉

■
消
防
士
…
…
若
干
名

〈
受
験
資
格
〉

①
高
等
学
校
を
卒
業
（
来
年
三

月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
し
た

人
で
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
子

②
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南

町
、
中
里
村
に
居
住
可
能
な
人

③
身
長
一
六
〇
袖
．
以
上
、
胸
囲

は
お
お
む
ね
身
長
の
二
分
の
一

以
上
、
体
重
五
〇
キ
。
以
上
、
視

力
両
眼
の
場
合
○
・
八
以
上
、
一

■
と
　
き
　
十
月
二
十
四
日
㈲

午
後
一
時
半
～
三
時
半

■
と
こ
ろ
　
津
南
町
総
合
セ
ン

タ
ー
（
津
南
町
正
面
）

■
参
加
範
囲
　
十
日
町
市
、
川

西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
に
住

ん
で
い
る
人

■
発
言
者
　
発
言
を
希
望
す
る

人
は
、
発
言
の
要
旨
を
九
月
二

十
日
㈲
ま
で
に
総
務
課
文
書
広

報
係
（
盈
5
7
1
3
1
1
1
内
線

鵬
・
脳
）
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
交
通
手
段
　
参
加
を
希
望
す

「
＋
日
町
地
域

広
域
事
務
組
△
口

消
防
職
－
貝
』

眼
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
○
・
五
以
上

（
矯
正
視
力
可
）
で
色
神
正
常
、

そ
の
ほ
か
身
体
強
健
で
体
質
上

欠
陥
の
な
い
人

〈
試
験
期
日
・
試
験
科
目
〉

■
第
一
次
試
験

　
十
月
十
一
日
㈲
（
場
所
お
よ

び
時
間
等
は
受
験
者
に
通
知
し

ま
す
）
①
教
養
試
験
（
国
語
、

社
会
、
数
学
、
作
文
）
②
体
力

診
断
テ
ス
ト

■
第
一
一
次
試
験

　
十
一
月
上
旬
（
場
所
お
よ
び

時
間
は
第
一
次
試
験
合
格
者
に

通
知
し
ま
す
）
①
口
述
試
験
、

身
体
検
査

る
人
は
直
接
会
場
に
行
く
か
、

市
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
（
定
員
六

十
人
で
締
め
切
り
）
を
利
用
く

だ
さ
い
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利

用
す
る
人
は
、
九
月
二
十
日
㈲

ま
で
に
同
係
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
市
役
所
発
…
午
後
0
時
半
、

水
沢
地
区
公
民
館
発
…
午
後
O

時
四
十
分
（
五
分
前
集
合
）

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
文
書

広
報
係
ま
た
は
県
総
務
部
広
報

広
聴
課
広
聴
係
（
盈
幡
－
鵬
1

0
3
8
3
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
募
集

〈
申
し
込
み
方
法
〉

　
九
月
二
十
八
日
㈹
ま
で
に
、

受
験
申
込
書
、
成
績
証
明
書
を

十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務
課

（
暦
5
7
1
1
5
5
5
）
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
書

は
十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務

課
・
消
防
署
川
西
分
遣
所
・
津

南
分
遣
所
お
よ
び
中
里
消
防
詰

所
に
あ
り
ま
す
。

　
受
付
時
問
は
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
（
土
曜
日
は

正
午
）
ま
で
で
す
。
郵
送
は
九

月
二
十
八
日
の
消
印
ま
で
有
効

で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慧　　　　　　　　　　　　　　　　　認　　　　　　　　　　　　　　　　羅　　　　　　　　　　　　　　　騒　　　　　　　　　　　　　麹　　　　　　　　　　　　羅　　　　　　　　　　　鍮　　　　　　　　　溝　　　　　　　　畿　　　　　　議　　　　　協　　　　擁　　橿　嚢灘

第26回社会福祉大会
第5回老人福祉大会
　と　き：9月29日（±）午後1時～4時

　ところ：市民会館ホール（学校町1）

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
福
祉

に
対
す
る
二
i
ズ
も
多
様
化
し

て
い
ま
す
。
こ
の
二
ー
ズ
に
対

応
す
る
に
は
、
市
民
の
一
人
ひ

と
り
が
主
体
的
に
参
加
し
、
多

様
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
相
互
に

行
わ
れ
る
社
会
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
健
康
と
豊
か

な
福
祉
を
み
ん
な
の
力
で
築
く

た
め
、
こ
の
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
大
勢
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
　
程

①
式
　
典
　
午
後
一
時
～
二
時

②
私
の
提
言
　
二
時
～
二
時
半

③
記
念
講
演
　
二
時
半
～
三
時

五
十
分
　
講
師
　
山
田
美
和
子

さ
ん
（
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
振
興
セ
ン
タ
i
所
長
）

演
題
「
豊
か
な
地
域
福
祉
を
み

ん
な
の
力
で
」

④
閉
　
△
五
　
四
時

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
事

務
所
福
祉
係
（
暦
5
7
1
3
1
1

1
内
線
燭
）
へ
。

拶雪まつりの決算を報告します
　第41回雪まつりの決算（期間平成元年6月1日～平成2年5月

31日）を報告します。差し引き41，016円が繰り越されました。

項　　　　目 決算額㈲ 主　　な　説　明

収
　
　
　
　
入

委　　託　　料 40，000，000 市委託料

協　　賛　　金 20，204，676 協賛金

負　　担　　金 9，740，000 織物組合、建設業協会

事　業　収　入 11，108，170 入場料、広告料ほか

雑　　収　　入 154，238 パネル売り上げほか

繰　　越　　金 331，422 前回より

計 81，538，506

支
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

総　　務　　費 5，701，323 パネル製作費、会議費、施設使用料ほか

企　　画　　費 331，583 企画委員会、スポンサープロジェタトほか

宣伝部会費 5，501，762 パンフレット、ミス雪まつりコンテストほか

雪だるま部会費 492，329’ 雪だるま作戦

行事部会費 1，149，072 前夜祭行事、キャラクターショーほか

ひろば部会費 3，411，304 ひろば協賛費、ほんやらどう広場経費ほか

ヵ一ニバル部会費 43，658，659 企画演出費、会場製作費ほか

雪の芸術展部会費 3，890，576 賞金、賞品、トロフィー代ほか

交通部会費 1，609，887 交通警備費ほか

食品衛生部会費 1，642，851 いっぷく広場運営費ほか

ツマリアンボール部会費 812，494 賞品代、資材用具費ほか

雪　運　搬　費 11，695，650 カーニバル会場雪搬入費

繰　　出　　金 1，600，000 記念誌（雪花の譜）会計へ

計 81，497，490
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今
を
知
っ
て
未
来
に
生
か
す

〇
十
月
一
目
は
国
勢
調
査

　
　
　
　
き
た
る
十
月
一
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調

　
　
　
査
は
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
が
参
加
す
る
国
の
最
も
基
本

　
　
　
的
な
調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
今
後
の
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま

　
　
　
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
の
主
な
特
色
は

①
高
齢
化
社
会
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
ま
す
。

②
産
業
構
造
の
変
化
を
明
ら
か

に
し
ま
す
。

③
人
口
移
動
、
通
勤
・
通
学
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

④
外
国
人
居
住
者
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
ま
す
。

　
調
査
の
対
象
者
は

　
住
民
登
録
の
届
け
出
に
関
係

な
く
、
十
月
一
日
現
在
、
ふ
だ

ん
住
ん
で
い
る
人
（
ふ
だ
ん
住

ん
で
い
る
と
み
な
さ
れ
る
人
を

含
み
ま
す
）
す
べ
て
を
、
ふ
だ

ん
住
ん
で
い
る
場
所
で
、
世
帯

ご
と
に
調
査
し
ま
す
。
外
国
人

も
必
ず
調
査
し
ま
す
。

●
「
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
」

と
ま
…
…

⑦
＋
月
一
日
現
在
す
で
に
三
カ

月
以
上
住
ん
で
い
る
人

④
最
近
移
っ
て
き
て
ま
だ
三
カ

月
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
十
月

一
日
の
前
後
を
通
じ
て
三
カ
月

以
上
住
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る

人（
⑦
出
稼
ぎ
や
旅
行
な
ど
で
、
自

宅
を
不
在
に
す
る
期
間
が
三
カ

月
未
満
の
人
（
三
ヵ
月
を
超
え

る
場
合
は
、
そ
の
出
稼
ぎ
先
や

旅
行
先
で
調
査
し
ま
す
）

●
学
生
寮
・
下
宿
屋
な
ど
か
ら

通
学
し
て
い
る
学
生
・
生
徒
は

…
…
そ
の
学
生
寮
・
下
宿
屋
で

調
査
し
ま
す
。

●
病
院
・
療
養
所
な
ど
の
入
院

患
者
は
…
…
三
カ
月
以
上
入
院

し
て
い
る
人
は
入
院
先
、
三
カ

月
に
な
ら
な
い
人
は
自
宅
で
調

査
し
ま
す
。

●
土
・
日
曜
日
に
帰
宅
す
る
単

身
赴
任
者
（
土
帰
月
来
者
）
は

…
…
寝
泊
り
す
る
日
数
の
多
い

赴
任
先
で
調
査
し
ま
す
。

　
国
勢
調
査
Q
＆
A

Q
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ば
守
ら
れ

ま
す
か
？

A
　
国
勢
調
査
は
、
「
統
計
法
」

等
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
調
査
す
る
人

に
も
調
査
さ
れ
る
人
に
も
適
用

さ
れ
ま
す
。
調
査
を
受
け
る
人

に
は
申
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
、

一
方
、
調
査
す
る
人
は
、
そ
の

結
果
を
他
に
も
ら
し
た
り
、
調

査
票
を
統
計
を
つ
く
る
目
的
以

外
に
使
用
す
る
こ
と
は
固
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
2
、

　
、

　
　
ろ

ゆ
6
，

　
　
ノ
、
・

O

センサスくん

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
持
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん高橋ヒサさ

　（高田町4）

　
今
回
は
、
十
年
に
一
度
の
大

規
模
調
査
で
、
調
査
項
目
も
多

い
の
で
す
が
、
五
回
の
経
験
を

生
か
し
て
正
確
な
調
査
を
心
が

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
秘
密
の
保
持

に
つ
い
て
は
特
に
注
意
を
し
て

調
査
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

自
覚
を
持
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
猷福崎正幸

　（田麦）

　
調
査
員
に
な
っ
て
、
今
度
が

六
回
目
の
調
査
に
な
り
ま
す
。

　
調
査
区
域
の
皆
さ
ん
は
、
．
な

じ
み
の
人
た
ち
だ
け
で
す
か
ら
、

気
楽
に
質
問
し
た
り
、
時
間
指

定
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
調
査
員
と
し
て
の
自
覚
を
し

っ
か
り
持
っ
て
調
査
に
あ
た
り
、

約
束
し
た
時
問
な
ど
を
、
き
ち

ん
と
守
る
こ
と
が
信
頼
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　

こ
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成2年国勢調査予想人ロ大募集∬

市では、今回実施される国勢調査の人口予想をつぎの要領で募集します。

■応募資格　市内に居住する人

■応募方法　官製ハガキにつぎの要領で記入。応募点数は一人1点。①予想人

　口②住所③氏名④性別⑤年齢⑥職業または学校名と学年⑦自宅電話番号

■締め切り　平成2年10月1日（月）（当日消印有効）

■賞　　品　1等賞：7，000円相当の記念品（1人）2等賞：’5，000円相当の記

念品（2人）3等賞：3，000円相当の記念品（3人）

■あて先　十日町市千歳町3－3　十日町市役所　国勢調査実施本部

■応募資格　県内に居住する人

■応募方法　①官製ハガキを用い、1枚に1点のみ（応募点数は制限しない）

②ハガキに「国勢調査の新潟県人口予想」と記入③数字は算用数字ではっき

　りと④住所・氏名・性別・年齢および職業を明記。

■賞金および賞品　1等賞：5万円（1人）2等賞：3万円（1人）3等賞：

　1万円（2人）残念賞：記念品（30人）

■あて先　〒950新潟市新光町4番地1　新潟県企画調整部統計課内、平成

　2年国勢調査新潟県実施本部

一　2，451，357人

　　　　2，478，470人
県
　　　　2，479，435人

）　　　　　　　　　　　　　＿

昭和55年国勢調査人ロ　　　ー　49，555人
　　　　　　　　　　　　　十
昭和60年国勢調査人口　　　日　48，005人

平成元年推計人口　　　　　町　46，744人
　　　　　　　　　、　　　市
平成2年9月1日推計人ロ　ー46，329人

〈
参
　
　
考
〉

7とお∬夢3平成2年9月10日



肖

『
醸

　
　
嘉

　
　
　費

難
・

獄
曝

姦
欝

迄・麟

野

恥

癌

．
　
｝

．
磯

鷲
魏

　
婁

雛
齢
…

淵
　
　
轟
難　　　　灘　　　躍　　灘　臨”

蝿

蝶

，

懸　
；
雀

　
　
柵

　
難

　
跡

蕪
鹸
蝋

緯
　
　
　
箋

題

露

闘志あふれる選手宣誓は、俵山朗夫さん（六箇チーム）

　
　
襲

雛
驚
灘
誉

　
　
塗
騰

笹
山
に
響
き
渡
っ
た
大
歓
声

　
　
　
　
大
井
田
チ
ー
ム
ニ
連
覇
、
応
援
は
十
日
町
南
部
チ
ー
ム
ー

練習の成果！見事な二連覇

　
九
月
二
日
㈲
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
陸
上
競
技
場
で
「
第

十
四
回
市
民
体
育
大
会
」
が
、
六
千
人
の
市
民
が
集
ま
っ

た
中
開
か
れ
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
競
技
八
種
目
、
フ
ィ
ー

ル
ド
種
目
六
種
目
に
、
十
四
チ
ー
ム
の
選
手
団
、
応
援
団

の
皆
さ
ん
が
競
技
に
応
援
に
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
競
技
の
結
果
は
、
前
回
の
二
位
か
ら
優
勝
を
ね
ら
う
水

沢
チ
ー
ム
を
振
り
切
っ
て
、
大
井
田
チ
ー
ム
が
二
連
覇
を

達
成
。
通
算
で
は
八
回
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
の
応
援
も
前
回
以
上
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
華

や
か
な
応
援
を
繰
り
広
げ
た
中
、
十
日
町
南
部
チ
ー
ム
が

優
勝
し
ま
し
た
。

【つな引き】　バカカとはこの日のために…ヨーエス、ヨーエス

｛幣（めぬ

漁
優
勝

湘漁
準
優
勝

V

＊
競
技
成
績
＊

　　塗4　13　12　1蚤　10　9　　8　　7　　《3　　5　　4　　3

＊　　位緯位位位位位位位位位位＊
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績
＊
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牽
日
町
南
部

げ

　
準
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皿
3
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一
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中
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ほ
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疲
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し
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。
　
　
皿
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健康と豊かな福祉は

　みんなのカで

プ
リチ

つ

ワリ
ぎ

　
様
福0

蔀

　
　
9

　　　『r繧膿添2瀦贈日（日）

健康づくりフェア前夜祭（28日午後7時～9時）

◆記念式典　健康づくり作文表彰式および発表ほか。

◆記念講演会

蕪蕎霧（§8昌年需礪鞭躊）

◆肺がん予防に関するミニ講演会　　灘

●と　き　29日午後1時30分～3時

●ところ　レセプションホール

●講演

◆各種相談コーナー　　〈大ホール〉

獅欝鶴，、、導／lll隼講購3時

③栄養相談　④薬事相談　⑤国保・福祉サービスの相談

◆展示コーナー　　　　　〈大ホール〉

①成人病予防コーナー　②乳がん視触診モデル　③糖尿病フ

ードモデル　④各種料理の展示　⑤高齢者・身障者作品展

⑥健康パネル展示　⑦即売コーナー

◆献血コーナー　〈グランドホール〉

◆福祉施設活妨霜鵡一楽しさ謎轟

市民福祉まつり　〈中ホール〉

＊身障者介護ミニ講習会

　　　震　く
馨　縢　　鞭　お一
　　　　　　50

鞭騰1．

　
ミ
鍵
∴
・
淵
を

x
　
　
　
瓠
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
L
r

ゑ

　
　
　
　

　【二人三脚リレー】

▼2人の息がピッタリ

H
親
子
玉
入
れ
競
争
】

さ
ん
早
く
わ
た
し
て
よ
・

　
【
紅
白
大
玉
送
り
】

〈
あ
せ
ら
ず
に
玉
を
落
と
さ
な
い
の
が
コ
ツ

9とおガ詐3平成2年9月10日



赫
，
．

就

ン灘蝦

写

i響
講

クラシック音楽に

　　　　　338人が陶酔
～フルート＆ピッコロとピアノの夕べ～

　講

鷲

＊
．
、
　
、

’Aマ’㌦

斐

韻

蓑

窪
。
　
■
　
、
、

．
　
，
酔
純
　
。
齪
熈
　
’
．

垢
　
、
　
　
　
　
　
　
試
　
　
　
　
｝
舅
甲
．

＊

　
大
好
き
十
日
町
会
が
、
市
民
音
楽
祭
実
行

委
員
会
と
協
力
し
て
開
催
し
た
文
化
事
業
、

「
フ
ル
ー
ト
＆
ピ
ッ
コ
ロ
と
ピ
ア
ノ
の
夕
べ
」

が
、
八
月
二
十
一
日
㈹
夜
、
市
民
会
館
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
演
奏
は
、
ピ
エ
ー
ル
（
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ッ

コ
ロ
）
＆
倫
子
（
ピ
ア
ノ
）
ご
夫
妻
で
、
現
在

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
る
国
際
的

に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
お
二
人
で
す
。

集
ま
っ
た
三
百
三
十
八
人
の
観
客
も
、
久
し

ぶ
り
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
盛
ん
な
拍
手
を

贈
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義

嚢

息の合った演奏が観客を魅了

＊

リゾート地域を

　運・知・体力で縦断
～　リゾート縦断ゲーム大会～

請
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勇
蹴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
糟

　
八
月
二
十
五
日
ω
、
二
十
六
日
㈲
㎜
熈

の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、
マ
イ
・
ラ
・
…

イ
フ
・
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
整
備
推
進
協
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
主
催
の
リ
ゾ
ー
ト
縦
断
ゲ
ー
ム
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅
蜥

大
会
が
、
リ
ゾ
ー
ト
特
定
地
域
十
四
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
く

市
町
村
を
舞
台
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
、
．
．
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
会
に
は
四
十
チ
ー
ム
（
四
人
一
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
）
が
参
加
、
安
塚
町
を
ス
タ
ー
ト
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

し
川
口
町
に
ゴ
ー
ル
す
る
ま
で
、
運
き

力
・
知
力
・
体
力
を
競
う
三
つ
の
ゲ
．
．
、

ー
ム
の
合
計
点
で
順
位
を
争
い
ま
し
掛
灘

た
。　

二
十
五
日
の
夜
に
は
六
日
町
の
宿

泊
会
場
で
、
参
加
者
と
主
催
者
、
地

元
の
皆
さ
ん
と
の
交
歓
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

当問スキー場で○×クイズに挑戦

　
縦
断
ゲ
ー
ム
の
優
勝
チ
ー
ム
に
は

ホ
テ
ル
の
宿
泊
券
が
、
十
五
位
ま
で

の
入
賞
チ
ー
ム
に
は
十
四
市
町
村
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
は
今
後
も
こ
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
リ
ゾ
ー
ト
構
想

を
広
く
P
R
し
て
い
く
予
定
で
す
。

わたしたちの

緑
の
少
年
団

　
わ
た
し
た
ち
の
野
中
小
学
校
は
、
山

と
緑
に
め
ぐ
ま
れ
た
学
校
で
す
。

　
学
校
の
周
り
に
は
、
花
だ
ん
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
学
校
中
が
花
に
囲
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
う
ら
の
畑
に
は
、
大

根
や
か
ぼ
ち
ゃ
を
植
え
、
秋
の
収
か
く

を
今
か
ら
待
ち
こ
が
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
わ
た
し
た
ち
は

みんなで汗を流した花壇づくり

「
緑
の
少
年
団
」
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
交
流
集
会
や
植
樹
祭
な
ど
に
参

加
し
、
他
の
学
校
の
人
た
ち
と
緑
に
関

し
て
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

野
中
小
学
校

（
小
出
宰
校
長
・
児
童
数
二
十
八
人
）

樋ロ和美さん
　　　（6年）

　
四
月
に
は
、
緑
の
羽
根
の
ぽ
金
活
動

を
行
っ
た
り
、
八
月
に
は
老
人
ホ
ー
ム

の
妻
有
荘
を
ほ
う
も
ん
し
、
歌
を
う
た

っ
た
り
合
そ
う
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
先
ぱ
い
か
ら
う

け
つ
い
で
十
一
年
に
な
り
ま
し
た
。
十

一
年
の
活
動
の
か
い
あ
っ
て
、
六
月
十

一
日
の
運
動
会
の
日
に
は
、
「
小
さ
な
親

切
運
動
」
の
方
々
か
ら
表
し
ょ
う
し
て

い
た
だ
き
賞
状
と
、
一
生
に
一
度
し
か

も
ら
え
な
い
と
い
う
バ
ッ
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
わ
が
校
の
宝
物

お年寄りの皆さんと仲良く十日町小唄
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祭りのフィナーレを飾った勇壮な八角神輿

前
夜
祭
も
華
や
か
に

　
　
　
　
～
八
万
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
諏
訪
ま
つ
り

　
さ
し
も
の
猛
暑
も
一
段
落
し
た
八

月
二
十
五
日
㊦
～
二
十
七
日
㈲
、
十

日
町
四
大
祭
り
の
一
つ
、
諏
訪
神
社

大
祭
が
約
八
万
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
二
十
五
日
に
は
万
灯
、
大
民
謡
流

し
、
仮
装
行
列
の
前
夜
祭
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
民
謡
流
し
に
は
、

市
外
か
ら
長
野
保
踊
会
と
高
柳
町
門

出
婦
人
会
の
二
団
体
を
含
む
、
二
十

一
団
体
、
約
千
人
、
仮
装
大
会
は
九

団
体
、
六
人
の
個
人
参
加
が
あ
り
、

～

ユ
ニ
ー
ク
な
仮
装
に
盛
大
な
歓
声
が

飛
ん
で
い
ま
し
た
。

　
二
十
六
・
二
十
七
日
の
諏
訪
祭
り

行
列
に
は
、
二
十
八
の
子
供
み
こ
し

を
含
み
四
千
六
百
人
を
超
え
る
参
加

者
が
あ
り
、
夏
の
終
わ
り
を
告
げ
る

祭
り
の
最
高
潮
を
迎
え
ま
し
た
。

　
仮
装
大
会
入
賞
者
　
団
体
の
部
優

勝
・
川
西
町
上
野
有
志
（
一
円
玉
の

旅
が
ら
す
）
、
個
人
の
部
優
勝
・
宮
沢

正
代
（
母
乳
で
丈
夫
な
子
を
育
て
よ

う
）

猛
活

　　　　　％

　　　　灘

　　壕　あぎ

犠

禽

襲骸力ミ

　　　　　　　　　ん　　　　　　　　さ　　　　　　　昔　　　　　　の　　　　　会　　　　年
　　　讐　担　を割

の中心

だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
こ
と
が
あ
っ
た

年
に
卒
業
で
き
る
こ
と
を
、
わ
た
し
は

と
て
も
ほ
こ
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

「小さな親切運動」の表彰

　
ま
た
、
こ
の
年
に
入
学
し
て
き
た
一

年
生
は
と
て
も
運
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
緑
の
少
年
団
の
活
動
を
あ
た
り
前
の

こ
と
と
思
っ
て
や
っ
て
い
る
わ
た
し
た

ち
に
と
っ
て
、
こ
ん
な
形
で
表
し
ょ
う

し
て
い
た
だ
く
と
、
今
ま
で
や
っ
て
き

て
よ
か
っ
た
な
と
、
新
た
な
よ
ろ
こ
び

が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
緑
の
少
年
団
を
伝
と
う

あ
る
す
ば
ら
し
い
物
に
す
る
た
め
に
、

先
ぱ
い
が
後
は
い
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
教
え
、
学
ば
せ
、
引
き
つ
が
せ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
六
年
間
、

緑
の
少
年
団
活
動
を
や
っ
て
き
て
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
ソ
フ
ト
事
業
中
心
に
地
域
に
貢
献

　
ま
ち
づ
く
り
、
村
お
こ
し
が
盛
ん
な

昨
今
で
す
が
、
新
座
青
年
会
は
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の
推
進
に
あ
わ
せ
、

昭
和
五
十
七
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
座
地
区
は
第
一
区
～
四
区
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
四
十
五
歳
ま
で
の
青
壮

年
で
各
区
の
青
年
会
を
組
織
し
、
新
座

青
年
会
は
各
区
青
年
会
を
総
轄
し
て
い

ま
す
。
結
成
以
来
八
年
余
、
地
域
社
会

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
と
、
会
員
の

親
睦
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
現
在
会
員

は
百
四
十
人
、
活
動
は
煙
霧
消
毒
、
納

涼
祭
、
地
区
民
運
動
会
、
公
民
館
の
文

化
祭
、
子
供
会
、
ほ
ん
や
ら
洞
、
だ
ん

ご
ま
き
…
等
々
、
地
区
内
の
ソ
フ
ト
事

業
の
大
半
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

　
新
座
青
年
会
の
最
大
の
事
業
は
、
地

区
の
最
大
の
お
祭
り
と
し
て
長
い
歴
史

の
あ
る
清
水
神
社
祭
礼
を
取
り
行
う
こ

と
で
す
。
昭
和
五
十
年
代
に
一
時
中
断

し
て
い
ま
し
た
が
、
社
殿
の
全
面
改
築

を
期
に
青
年
会
が
中
心
と
な
っ
て
取
り

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
の
特
長

は
全
て
青
年
会
員
に
よ
る
出
店
の
運
営

で
す
。
　
ほ
か
に
も
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ

ァ
を
結
集
し
、
行
動
を
共
に
す
る
な
か

で
手
作
り
の
祭
り
を
自
ら
楽
し
み
、
郷

土
の
伝
統
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
マ
ン
ネ
リ
化
へ
の
対
応
策

　
結
成
以
来
八
年
が
経
過
し
、
今
一
つ

の
カ
ベ
に
突
き
当
た
っ
て
い
ま
す
。
会

員
が
四
十
五
歳
ま
で
の
た
め
ほ
と
ん
ど

が
「
父
ち
ゃ
ん
会
」
的
性
格
で
、
ま
た

若
い
人
が
入
会
し
て
こ
な
い
の
で
し
だ

い
に
高
齢
化
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
、

会
の
在
り
方
や
若
い
人
の
部
会
結
成
、

い
か
に
し
た
ら
地
域
社
会
に
よ
り
貢
献

で
き
る
か
を
話
し
合
っ
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ユユとrお』厚夢お平成2年9月10日
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　◆　　　　圃、

團　　①3歳児健診に目の検査を

　　取り入れているところがある

と聞きました。むし歯はすぐにわか

りますが、目が悪くなるのはわかり

ません。健診で親に注意をうながす

ためにも、目の検査を取り入れても

らいたいと思いますがいかがでしょ

うか。

②保育所の保母さんの人数が少な

いと思います。子どもの数が減少し

て保母さんも減らざるを得ない現状

ですが、ゆとりのある保育や子ども

に十分目をかけてやるためにも増員

を望みますがいかがでしょうか。

麗を睾羅lll早と耳の検査

国では、3歳児健診の実施に当た

って子どもの体をより全体的に見て、

健康な体づくりを図ろうと、　「目」

と「耳」の検査を取り入れることに

なりました。十日町市でも平成3年

度の実施を目指して、準備をしてい

金沢由子さん（城之古東町）

ます。検査の方法は、「目」と「耳」

に関するアンケートと、ご家庭で簡

単な視力検査をしていただいたもの

を参考にして検査をします。

②市の独自基準で増員しています

市内には、27カ所の保育所があり

1，268人の児童を122人の保母で保育

をしています。保母配置には、0歳

児は3人に1人、1・2歳児は6人

に1人、3歳児は20人に1人、4・

5歳児は30人に1人を置くという国

の基準があります。市では独自の基

準を設けて障害児や1歳児の保育に

対応するとともに定員90人以上の施

設にもフリー保母を配置するなど増

員に努めています。また、1人の保

母が受けもつ児童数も年々減少して

います。児童数の減少とともに、よ

り質の高い保育が求められています

ので、育児相談事業を開始するとと

もに障害児保育をはじめ保育内容の

一層の充実に努める考えです。

①保健衛生課　②社会福祉事務所

この欄では．皆さんのところに

お伺いして市役所の仕事などでわ

からないことや疑問点について担

当課でお答えします。近所の話題，

市に対する提言．ご意見をお侍ち

して／、＼ますのでご連絡ください。

囹連絡先／総務課文書広報係

　　（智57－3／／／内線2／3・2／4）
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丹
後
町
は
京
都
府
の
最
北
端
、
日
本

海
に
面
し
た
歴
史
の
古
い
町
で
、
別
名

京
都
の
秘
境
と
も
言
わ
れ
て
い
る
半
農

半
漁
の
町
で
す
。
　
「
丹
後
ち
り
め
ん
」

の
産
地
と
し
て
全
国
に
名
を
と
ど
ろ
か

せ
ま
し
た
。

　
わ
た
し
の
家
か
ら
車
で
十
分
ほ
ど
の

所
に
海
が
あ
り
、
子
ど
も
の
こ
ろ
は
一

日
中
泳
い
だ
り
、
魚
を
捕
っ
て
過
ご
し

ま
し
た
。
家
が
ち
り
め
ん
を
織
っ
て
い

た
の
が
き
っ
か
け
で
織
物
の
世
界
に
入

り
ま
し
た
。
機
織
り
の
音
が
い
や
で
中

学
校
を
卒
業
す
る
と
、
京
都
市
内
の
染

色
学
校
に
入
り
、
染
色
加
工
の
道
へ
と

進
み
ま
し
た
。

　
十
日
町
に
初
め
て
来
た
の
は
、
黒
羽

織
が
全
盛
の
昭
和
四
十
五
年
の
暮
、
二

十
七
歳
の
と
き
で
し
た
。
親
・
兄
弟
に
反

対
さ
れ
ま
し
た
が
、
三
カ
月
と
の
約
束

で
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
そ
の

年
は
雪
が
早
く
降
っ
て
皮
靴
の
ま
ま
来

た
た
め
す
べ
っ
て
、
す
ご
い
所
に
来
た

も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
若
さ
が
あ
っ

謬
編

慨眞鹸

禦雛縛県

兵偉鼻

　　挿鰍
　　　1

ヨ重県

た
こ
と
や
景
気
が
良
か
っ
た
こ
と
、
き

れ
い
な
嫁
さ
ん
を
も
ら
っ
た
こ
と
な
ど

で
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

　
十
日
町
は
田
舎
の
町
で
す
が
四
季
折

々
の
美
し
さ
が
あ
り
い
い
所
だ
と
思
い

ま
す
。
今
で
は
き
の
芽
、
こ
ご
め
な
ど

の
山
菜
が
大
好
き
で
す
。
日
曜
日
に
は
、

心
の
や
す
ら
ぎ
を
求
め
て
山
歩
き
を
し

ま
す
。
自
然
の
中
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
、
生
活
の
中
に
ゆ
と
り
を
も
つ
こ
と

は
大
切
だ
と
思
っ
て
実
行
し
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
も
い
い
所
で
す
が
、
生
ま
れ

故
郷
が
恋
し
く
、
子
ど
も
が
大
き
く
な

っ
た
ら
帰
る
の
が
わ
た
し
の
夢
で
す
。

小西兼夫さん
　（田川町3・47歳）

京都府竹野郡

　丹後町

ヱ2



・じゃがいも…中3個・

甘□たらこ…／00g・マー

ガリン…25g・大葉…4

枚くらい・卵…小／個

山田　ヨシイさん

（講堕、3轄）

　
わ
あ
ー
き
れ
い
！

　
見
た
目
は
和
菓
子
そ
っ
く
り
。
で
も

味
は
、
じ
ゃ
が
い
も
・
た
ら
こ
・
マ
ー

ガ
リ
ン
・
大
葉
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
味
が

生
き
て
い
る
ん
で
す
。
た
ら
こ
で
き
れ

い
な
色
が
出
る
ん
で
す
よ
。
こ
の
ま
ま

で
も
も
ち
ろ
ん
、
オ
ー
ブ
ン
で
焼
き
色

を
つ
け
て
も
…
…
。
と
に
か
く
糖
分
・

塩
分
と
も
に
控
え
目
の
じ
ゃ
が
い
も
・

た
ら
こ
の
「
じ
ゃ
が
・
た
ら
」
で
す
。
お

茶
請
け
、
お
や
つ
に
も
喜
ば
れ
る
と
思

い
ま
す
。

〈
作
り
方
〉
①
じ
ゃ
が
い
も
を
ふ
か
し

（
ゆ
で
て
も
よ
い
）
、
よ
く
つ
ぶ
す
。

熱
い
う
ち
に
マ
ー
ガ
リ
ン
を
加
え
る
。

②
た
ら
こ
を
袋
か
ら
出
し
、
大
葉
は
み

じ
ん
切
り
に
し
、
①
に
そ
れ
ぞ
れ
混
ぜ

る
。③

十
二
個
く
ら
い
に
分
け
て
丸
め
、
箸

で
五
ヵ
所
線
を
つ
け
中
央
を
少
し
へ
こ

ま
せ
る
。

④
卵
は
ゆ
で
る
．
卵
黄
を
少
量
裏
ご
し

し
、
中
央
の
へ
こ
み
に
少
し
の
せ
る
。
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●
●
●
●
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●
●
●
●
●
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●
●
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●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

難
簸
鯵
駿

　　　　　（釜力齊）

　　　ひろ　　と

柳　仁人くん
建一・房枝さん長男

　　（高島2）

　ぽくは溜へお父さんとお田さんと一緒に泳ぎに行って来たんだ

よ。魚釣りもしてタコを釣ったんだ。釣ったタコが真っ黒なスミ

をロ士いてみんながびっくりしたんだよ。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

慈光保育園

　　　⑲グ

　保育園のプールで泳いでい

るところを描いたんだよ。頭

から飛び込みも出来るんだよ。

　中条の祭りに行って友だち

とみこしをかついだの。おや

つももらって楽しかったのよ。

　
　
　
　
覧
歳
）

涌
井
　
裕
く
ん

　
　
　
　
（
6
歳
）

　
　
　
ゆ
　
み

小
林
裕
美
ち
ゃ
ん

講

伊
》

併
『
併
併
僻
餅
併
僻
併
併
併
伊
墜
併
伊
僻
餅
俸

り

㌧
こ
㌧

久
保
田

6

ミ
ツ
さ
ん

　
　
　
（
新
水
・
7
6
歳
）

　
　
も
ら
っ
た
ら
、
あ
ん
た
の
目
は
逆
さ
ま

　
昔
の
こ
と
と
言
っ
た
っ
て
わ
た
し
ち

細
か
い
こ
と
が
わ
か
ら
ね
て
。
わ
た
し

は
こ
こ
の
生
ま
れ
で
、
兄
弟
が
四
人
あ

っ
た
ど
も
、
二
人
亡
く
な
り
一
番
上
の

姉
も
家
を
出
た
ん
で
、
家
を
絶
や
す
わ
け

に
も
い
か
ね
ん
だ
ん
が
、
わ
た
し
が
家

に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
だ
が
の
。

　
小
学
校
を
数
え
十
四
で
上
が
る
と
、

か
い
こ
の
種
屋
に
手
伝
い
に
行
っ
た
り
、

お
ん
な
ご

女
子
と
い
う
か
女
中
を
し
た
り
で
十
日

町
で
三
冬
を
過
ご
し
た
ん
の
。
そ
れ
か

ら
川
越
の
紡
績
工
場
に
行
っ
て
、
五
年

間
が
ん
ば
っ
て
、
人
か
ら
も
仕
事
が
で

き
る
て
や
ん
で
ほ
め
ら
れ
て
来
た
ん
だ

ど
も
、
目
を
悪
く
し
て
戻
っ
て
き
た
ん

だ
て
。
帰
っ
て
き
て
登
坂
さ
ん
に
み
て

つ
げ
だ
そ
う
い
わ
れ
て
、
手
術
し
た
ら

や
っ
と
治
っ
た
。

　
二
十
四
の
年
に
結
婚
し
た
ん
だ
ど
も
、

お
父
さ
ん
は
あ
ち
こ
ち
で
戦
争
が
始
ま

っ
て
、
三
回
目
に
戦
争
に
行
っ
た
ん
が

最
後
に
な
っ
た
。
そ
ん
時
、
上
の
子
が

数
え
の
三
歳
で
、
下
の
子
が
ま
だ
腹
に

い
た
時
で
、
子
ど
も
は
親
の
顔
は
全
然

知
ら
ね
。
そ
い
で
も
、
ま
あ
、
み
ん
な

が
丈
夫
だ
っ
た
ん
だ
ん
が
、
何
と
か
や

っ
て
来
ら
れ
て
。
わ
た
し
も
病
院
の
ベ

ッ
ト
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
は
一
度

も
ね
。
た
っ
た
一
度
、
山
菜
採
り
に
行

っ
て
、
帰
ろ
う
と
し
た
ど
こ
で
足
す
べ

ら
し
て
下
の
川
に
お
っ
て
怪
我
を
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
く
ら
い
だ
の
。

　
わ
た
し
ら
の
と
き
は
、
小
学
校
卒
業

し
て
す
ぐ
働
い
た
ど
も
、
今
の
子
ど
も

は
あ
る
方
面
で
は
い
い
け
ど
、
あ
る
方

面
で
は
勉
強
、
勉
強
と
大
変
だ
。
戦
争

は
ね
え
ど
も
、
事
故
ば
っ
か
で
昔
の
方

が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
ら
い
た
。

　
今
は
山
菜
採
り
に
行
っ
た
り
、
孫
が

ど
ん
な
仕
事
に
つ
か
ん
か
が
楽
し
み
だ

ね
。
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灘役所繰燈57－31垂望礁翼8嶺鵜醗諏誰雛

第24回市民スポーツ大会　器誓沓
※申し込み　9月26日㈱までに各事務局、総合体育館（盈52－4377）へ。

部　　　門 会　　　場 期日 参加蹴象 齢鰹お懸
／事務燭〉

小学生サッカー大会 東小学校グラウンド 7日 小　　　学　　　生 庭野和浩
（a57－3111内線273）

駅伝競走大会 陸上競技場ほか市内道路

10

日

地域・職場・高校・中学・女子 福崎勝幸
（奮57－3111内線243）

体操競技大会 十日町高校東体育館 中学生・高校生・一般 金子芳信
（智52－3757）

野
球

学童野球大会 信濃川運動公園 （小学生）謄星嫌
小林　　繁

（費57－4508）

400歳野球大会 笹山野球場
一般（但し、1チームの年齢合計
は常に400歳以上であり、投手は
45歳以上であること）

バスケットボール大会
十日町高校西体育館
実業高校第1体育館

一般男女（高校生含む） 小林佳祐
（台57－3111内線114）

卓　　球　　大　　会 市民体育館
小学生・中学生・高校生・一般
（但し、ラージボール卓球は40歳以上〉

南雲和幸
（奮57－3111内線134）

軟式庭球大会 信濃川運動公園 一一般男女（高校生含む） 湯沢一彦
（智57－9166）

硬式テニスシングルス大会 城ヶ丘庭球場・十日
町高校テニスコート

一般男女（高校生含む） 岡村久男
（台57－8757）

ジュニアバドミントン大会 吉田中学校体育館 小学生・中学生 蔵品茂昭
（奮57－3111内線333）

パパ・ママバレーボール大会 総合体育館 既　婚　　男　女 小杉良一
（費57－6542）

柔　　道　　大　　会 武　　道　　館 小学生　・中学生
一　　般（高校生含む）

高橋輝雄
（行57－3111内線301）

少年剣道大会 西小学校体育館 小学生・中学生・高校生 関口文二郎
（麿52－3080）

空　手　道　大　会 武　　道　　館 小学生　・中学生
一　　般（高校生含む）

西野幸雄
（台57－8339）

相撲小学生新人戦 中条小学校相撲場 小学生（3・4・5年生）男子 野本　　修
（留57－5271）

サ　イ　ク　リ　ン　グ 六日町・三国川ダム方面 中　学生　以上 清野山和夫
（智57－4860）

鑛麗紗体育施設無料開放日は22日仕）です

仲問を誘って、参加してみませんか

「社交ダンス・エアロビクス』受講生募集

粒　交　ダ　ン　ス 叢　灘　ロ　ピ　ダ　蒸

期　　　間 10月3日～12月12日の毎週水曜日 10月8日～12月10日の毎週月曜日

回　　数 10　　回 10　　回

時　　間 午後　7　時30分～　9　時

会　　場 青少年ホーム軽運動場（学校町1）

対象者 18歳～30歳までの男女
募集人員 20　　人 20　　人

受講料 500　円 2，000円（前期受講生は1，QOO円）

講　　師 青少年ホーム社交ダンスクラブ員 大　口　悦　子　さん

そ　の他
ホーム利用者登録をしていない人は、利用者協議会費500円、
傷害保険料250円を受講料の他にいただきます。

申し込み 10月2日（幻までに青少年ホーム（奮57－8918）へ。

市展ポスター入選者

採用となった，庭野芳雄さん

（稲荷町1）の作品です

＊佳作

，
，
，

，
，
，

　第23回市展

ポスターを募

集したところ、

出品者8人、

作品数12点の

応募があり、

審査の結果次

の皆さんが入

賞しました。

　　　　　　（敬称略）

田中武彦　　（寿町3）

池田けい子（四日町中原）

宮沢美世子（小黒沢）

樋口夏子　（本町4）

馨県立高等職業訓
練校養成訓練生募集

■普通課程（2類）

①募集対象　高等学校卒業者（来年

　3月卒業予定を含む）

②募集期間　10月8日（月）まで。

③選考日時　10月19日㈹午前9時

■普通課程（1類）・専修訓練課程

①募集対象　義務教育修了者（来年

　3月中学校卒業予定を含む）

②募集期間　11月5日（月）まで。

③選考日時　11月22日休）午前9時

■問い合わせ　十日町高等職業訓練

　校（奮57－1105）または十日町公

　共職業安定所（智57－2407）へ。

生誕地まつり「きものショー』

　女性モデル募集

わがむらわがまち自慢の逸品まつり
　　　　　　　9月20日（木）～24日（月）：大和新潟店

　「村おこし」　「一村一一品運動」と名付けられた　．．．．．一＿、．．＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ地域活性化のための特産品づくりが、全国的に行　騰群日購撫が藩ぽi

われています。県内各地域の市町村からバラエテ　1　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i㈱きは翻謙　1
イに富んだ特産品を集めた展示即売会が行われま　1　　　　　　　　、
す．手づくり実演、プレゼント、特産品の人気投i㈱雪の熱後潰　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ票、県下のミス大集合など楽しいイベントがいっ1　の2社が参灘鱈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラぱいありますのでおでかけください。　　　　　　…一一一一一…一一一一一…一

　10月6日・7日に行われる第14回

生誕地まつりの閉会式で、「きもの

ショー」を行います。出演していた

だく女性モデルを募集しますので、

十日町の最新のきものを着てみたい

人、きものショーを体験したい人な

どお気軽にご応募ください。

■と　き　10月7日（日〉

■ところ　クロス10駐車場

■募集人員　先着15人

■その他　出場したモデルには謝礼

　を贈呈。（4～5回の練習）

■締め切り　9月14日働までに織物

　工業協同組合企画振興部（盈57－

　9m）へ。

明るい地域づくりと

　少年非行防止のために

■と　き

■ところ

■講師

9月13日（湘午後6時30分

市民会館ホール（学校町1）

新潟少年院院長　國峯武雄先生
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叢役1所ぱ盈57－3111俸948チ歳町3一のでず

●＝簗縫鞭灘羅灘響騒灘

囹秋の全国交通安全運動
　　　　　　　　　　　　　　　　び
　　　　　　　　　　　（　　　　　！◎一9月21日㈹～30日（日）一　　．　　つ4＞

安全運転をしましょう。　　　〃・、燈キ

8月中の交通事故発生状況（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷巻数 死煮数

十日町市
平成2年 21（120） 26（128） 1（3）

平成元年 24（128） 24（139） 1（6）

川西町
津南町
中里村

平成2年 15（60） 15（68） 1（1〉

平成元年 12（64） 17（77） 1（4）

計
平成2年 36（180） 41（196） 2（4）

平成元年 36（192） 41（216） 22（10）

正面衝突で死亡事故

　　　　　8月1日困午前8時30分ごろ、

　　　　北鐙坂の国道で軽ライトバンが対

向車線に入り、進行して来た大型タンクロー

リーと正面衝突し軽ライトバンを運転してい

た48歳の女性が全身打撲により死亡、同乗の

長男（22歳）が右肩骨折の重傷を負いました。

小児マヒ（ポリオ）生ワクチン投与

　　　　㊥小児マヒ生ワクチン投与㊧
対　象　地　区 期　日 受付時間 会　場

十日町・吉田・下条・水沢 10月3日困 午後1時45分

　～2時15分

保　　健

センター川治・六箇・中条 〃　4日休）

■該当する子①1回目…平成2年1月1日～平成2年6月30日の間に生

　まれた子②2回目…平成元年7月1日～12月31日の間に生まれた子③そ

の他…4歳未満の子で一度も投与を受けていない子と一度しか受けてい

　ない子

■受けられない子　①発熱、下痢をしている子②病後で身体の弱っている子

③1年以内にけいれん症状を起こした子

■持参するもの　①母子健康手帳②印鑑（印鑑をついた問診票を持参する

　ときは除く）③市内に住民登録をしていないときは、住民登録をしてい

　る市町村から「予防接種実施依頼書」をもらって来てください。

■問診票　当日、問診票の記入があります。朝と昼の体温を必ず測り、お

子さんの健康状態を良く知っている人が連れて来てください。都合のつ

かないときは、あらかじめ問診票を保健衛生課に取りに来てください。

■接種料金無料

■問い合わせ　保健衛生課保健衛生係（費内線138・139）へ。

駅通りと昭和町の交差点が通行規制
　流雪溝用水の送水管布設工事を施工するため、駅通り（一般県道十日町

停車場線）と昭和町（市道川治昭和町線）の交差点で通行規制が行われま

すのでご協力ください。工事は2回に分けて施工されます。

心の健康相談
　ノイローゼ気味で眠れない。酒の

量が増え、まわりに迷惑をかけるな

どの悩みをお持ちの人は、お気軽に

おいでください。希望の人は事前に

申し込みください。・

■と　き　9月25日（火》午後1時30分

　～3時

■ところ　十日町保健所

■担当医　柳田医師（五日町病院）

■申し込み　十日町保健所（盈57－

　2400）または保健衛生課保健衛生

　係（盈内線138）へ予約ください。

　断酒のつどい
　一人ではやめられない酒を、仲問

で励まし合って断酒道に励んでいる

会です。お気軽においでください。

　希望の人は事前に申し込みくださ

い。

■と　き　9月28日㈹午後1時30分

　～3時

■ところ　十日町保健所

■申し込み　十日町保健所または保

　健衛生課保健衛生係へ予約くださ

　い。

①規制期間　9月24日（月）～10月6

　日（土）までの終日。

②場所・内容　駅通りと昭和町の

　交差点部…全面通行止。

リッカー

＋日町店9

　　117号線

駅

。
鋼
騒

×通行止

□市道川治昭和町線

キジマ

①規制期間　10月下旬～11月下旬

　の終日。

②場所・内容　駅通り…大型車通

　行止、普通車片側交互通行

　駅通を）と昭和町の交差点部…全

　面通行止。
　　　　　　駅　　　　Ll
　　片側交互通行　　○
　リ、ノカ＿　　　　　理

＋日町店口　　　匿

通行止

到．纏塾一
　　　　　　×　　117号線

　一　　一
■問い合わせ　十日町土木事務所道路第一係（盈57－5525）または克雪都

市計画課克雪事業係（盈内線272・274）へ。

黒沢観光くり園オープン
　　　　　　9月8日（±）～10月10日（水）

　土曜・日曜・祭日に20人以上の予約を

すると、マロンハウスで栗おこわ、けん

ちん汁などの昼食が召し上がれます。家

族そろっておでかけください。

■開園時問　午前8時30分～午後5時

■入園料大人：300円、小人：100円

■持ち帰り　600円（1kg当たり）

■問い合わせ　マロンハウス（a52－

　2824）へ。期間中のみです。
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　　市史編さん室　⑳⑫
　　　　ぐ壷ぐ撚・
　　襲　　締　　　ll羅

　　　　　　　　な

　地租改正の記念碑

　
中
条
中
町
の
旧
岡
田
邸
（
現
・
円

通
寺
）
に
、
明
治
初
年
に
行
わ
れ
た

地
租
改
正
の
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。

　
徳
川
幕
府
時
代
に
は
、
年
貢
を
す

べ
て
現
物
で
納
入
す
る
こ
と
が
原
則

と
さ
れ
て
お
り
、
農
民
た
ち
の
苦
労

は
大
変
な
も
の
で
し
た
。

　
明
治
維
新
が
実
現
し
、
新
し
い
国

家
体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
、
政
府

は
ま
ず
土
地
私
有
・
売
買
を
認
め
、

さ
ら
に
地
租
（
土
地
に
掛
け
る
税
）

を
徴
収
し
て
国
家
財
政
の
基
礎
と
す

る
こ
と
を
決
め
、
明
治
六
年
に
地
租

条
例
改
正
を
公
布
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
は
、
土
地
・
所
有
に
関

す
る
こ
と
は
村
単
位
を
一
括
す
る
こ

と
で
進
め
ら
れ
て
来
た
の
で
す
が
、

こ
ん
ど
は
一
切
が
個
人
の
も
の
と
し

て
帳
簿
を
ま
と
め
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
村
役
人
た
ち
は
、
現
場
調
査
と
帳

簿
整
備
に
大
変
な
苦
労
を
続
け
ま
し

た
。
土
地
一
枚
ご
と
に
番
号
を
付
け

て
面
積
を
測
り
、
所
有
者
を
確
認
し

地
味
等
級
な
ど
を
査
定
し
て
い
く
。

十
二
年
ご
ろ
ま
で
か
か
っ
て
、
よ
う

や
く
個
人
あ
て
に
地
券
証
を
交
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
当
時
、
大
区
長
（
後
の
郡
長

に
当
た
る
）
で
あ
っ
た
岡
田
竜
松
は
、

町
村
自
治
体
制
の
安
定
が
得
ら
れ
た

の
を
見
は
か
ら
っ
て
、
明
治
四
十
三

年
五
月
八
日
に
、
地
租
改
正
業
務
に

携
わ
っ
た
百
八
十
余
人
を
郡
内
各
町

村
か
ら
招
き
、
自
宅
の
庭
で
盛
大
な

園
遊
会
を
催
し
ま
し
た
。
大
変
な
苦

労
が
実
っ
て
今
日
の
安
定
が
あ
る
の

だ
と
感
謝
の
意
を
表
し
た
の
で
す
。

　
庭
に
紅
白
の
幕
を
張
り
、
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
に
、
そ
ば
・
す
し
・
汁
粉
・

て
ん
ぷ
ら
な
ど
の
摸
擬
店
を
設
け
、

講
談
・
蓄
音
機
を
聞
か
せ
る
な
ど
、

盛
大
な
慰
安
会
で
し
た
。

、
嚢
雛
、
．
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全
国
定
時
制
通
信
制

　
　
　
　
卓
球
大
会
で
優
勝

　
　
　
上
村
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
新
宮
一
・
1
5
歳
）

　
奈
良
市
に
あ
る
天
理
女
学
院
高
校

一
年
生
の
上
村
さ
ん
は
、
八
月
六
日

か
ら
東
京
で
行
わ
れ
た
全
国
定
時
制

通
信
制
卓
球
大
会
の
団
体
戦
に
出
場
、

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　
上
村
さ
ん
は
今
年
三
月
に
水
沢
中

学
校
を
卒
業
し
、
奈
良
市
の
全
寮
制

の
定
時
制
高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。

昼
は
ゴ
ル
フ
場
の
キ
ャ
デ
ィ
を
し
な

が
ら
夜
間
に
学
ぶ
生
活
の
中
、
さ
ら

に
ク
ラ
ブ
活
動
で
卓
球
を
毎
日
一
時

間
半
練
習
す
る
ハ
ー
ド
な
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
。
四
月
に
奈
良
に
行
っ

て
か
ら
初
め
て
の
里
帰
り
に
、
両
親

齢がま妙自然
　　　　　（理科センター）

ヘクソカズラ⑫

に
う
れ
し
い
優
勝
の
報
告
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
　
「
つ
ら
い
こ
と

は
慣
れ
な
い
仕
事
と
、
友
だ
ち
が
学

校
を
や
め
て
行
く
こ
と
」

　
将
来
は
保
母
に
な
り
た
い
と
い
う

こ
と
と
、
ベ
ル
ギ
ー
で
叔
母
さ
ん
が

経
営
し
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
い

て
み
た
い
と
い
う
二
つ
の
希
望
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
も
本
を
読
む

時
間
も
今
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
卓
球

を
四
年
間
続
け
頑
張
っ
て
卒
業
を
し

た
い
と
、
少
し
は
に
か
み
な
が
ら
も

は
っ
き
り
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い
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　　　　　　　　やぶ　山野の林の縁や薮などに生え

るアカネ科のつる植物です。

　全体に悪臭がある（もむとは
　　　　　　　　　くそかずら
っきりわかる）ので糞蔓と名付

　　　　　　　　　　　　　へけられたのに、いつのまにか屍

の字がかぶせられました。

　茎は左巻きで長く伸びます。

　8～9月頃に咲く漏斗状の花が
　　　　　　　　　　　　　やいと
譲の跡に似て㌢ゑところから灸

花の名や花の可憐な色合いから
　さおとめばな
早乙女花とも呼ばれます。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

一
・耀

　
記
録
的
な
猛
暑
が
過
ぎ
た
と
は
い
え
、

ま
だ
ま
だ
真
夏
を
思
わ
せ
る
残
暑
の
中

で
の
九
月
十
日
号
の
編
集
作
業
と
な
り

ま
し
た
。
今
月
号
は
敬
老
の
日
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
お
年
寄
り
の
特
集
を
組

み
ま
し
た
。
取
材
に
伺
い
思
っ
た
こ
と

は
、
長
生
き
を
し
て
い
る
人
は
皆
さ
ん

家
庭
の
中
で
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
る
こ

と
。
あ
る
家
族
の
方
が
言
っ
て
い
た
、

「
長
生
き
す
る
た
め
に
は
、
家
族
全
体

が
長
生
き
さ
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

大
切
」
と
い
う
言
葉
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
も
っ
と
も
ほ
ん
と
う
に
長
生
き
を
す

る
た
め
に
は
、
健
康
が
第
一
。
そ
の
た

め
に
は
若
い
と
き
か
ら
の
心
が
け
が
大

切
な
の
で
し
ょ
う
が
、
毎
日
の
暑
さ
で

ビ
ー
ル
の
消
費
量
が
減
る
こ
と
は
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
せ
ん
。
今
晩
く
ら
い
は
休
肝
日
に
し

よ
う
か
と
思
う
の
で
す
が
．
①
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